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「いつのまにか・・・」への意識 
                                          副校長 江幡 隆志 

 

 つい先日までは終わることのない夏・・・に汗をかいていたのに、なんだか朝晩に秋を感じ、人騒がせなミニ米騒動

も落ち着いて、店頭にはいつのまにか新米が並ぶようになりました。子どもたちも夏休みがいつのまにか終わってさ

びしそうだったのに、いつのまにか元気に過ごしています。大谷選手は本当に 50-50 に到達できるのかな？ などと

思っていたら55-55、60-60にもいつのまにか達成しそうになっています。本当にすごいですよね。これらのなかには

「いつのまにか変化する」ということが隠れているように思います。 

 そうかと思えば、やるつもりだった片付けや宿題を後回しにしているうちにいつのまにか期日を迎えて焦ることが

あります。友人との連絡や約束が「近いうちに・・・、そのうちに・・・。」などと言っているうちに、いつのまにか

相手をがっかりさせたり、失礼なことになったりなどはありませんか？ 私はあまりにそんなことが多かったので、

予定調整が済むまでは、直前まで約束をしない防衛策をとっているような始末です。「いつのまにか時は経つ」です。

自分の人生や年齢を噛みしめれば、このことに哀愁さえ感じます。 

以前も取り上げましたが、ＳＮＳなどの気軽な情報発信は、その対象者のことをよく考える必要があることを強く

意識しておく必要があります。子ども同士の悪口や冗談にも、相手にとって鋭い刃となるものが入っていることもあ

るので注意が必要です。自分の意見をはっきり言うことがよいとされている現代ですが、要望・相談としてていねい

に聞いていると身勝手な要求や文句だったりして、心が折れそうになることもあります。「いつのまにか傷つける」と

いうのは最もやっかいな「いつのまにか・・・」だと思います。 

こうしてみると、人というものはどうやらいつのまにか様々なものを失っていることが多そうです。自分にとって

納得のいく明日の姿。自分にとっての行動目標。自分にとって大切な人たちとのかかわり方。自分にとっての時間の

過ごし方。自分の発することば。いつのまにかこれらとの向き合い方をぞんざいにしていると、自分がいつのまにか・・・。 

すべてに気を張り続けていてはいつのまにか心が疲れてしまうかもしれません。でも、自分に「いつのまにか」が

多くなってきていないかと意識して、大切なものをいつのまにか失うことのないようにすることは人生を豊かにする

ことにつながると思うのです。親子でぜひこの話をいつのまにかにならぬうちに考えてみてください。 

私はこの話題を考えたときに、まず能登半島のみなさんのことが浮かびました。悲しみを忘れることもできないう

ちに、地震そして豪雨と続けざまに災害に見舞われ、本当につらいだろうと思います。今は、せめて多くの人が、この

つらいできごとをいつのまにか風化させてしまうことのないようにと願っています。 

 

 

 

 

 



10月の行事予事 

○道徳地区公開講座                               ＜道徳部＞  

『東京都教育の日』の推進事業として、１０月１9日（土）に道徳授業地区公開講座を行います。全学

年共通テーマ「自分も人も大切にする心を育む道徳指導」として、自分も人も大切にする心を育むために、

人権感覚につながる「思いやり」や「生命尊重」に関わる道徳授業を実施します。また、今年度は開かれ

た学校作り協議会・保護者・教員参加で「意見交換会」の開催を計画しています。詳細は別途お知らせを

ご覧ください。各学級の授業の様子については、実施後学校ホームページを更新しますのでそちらをご覧

ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

○挨拶当番                                  ＜生活指導部＞  

  本校では、子供たちの挨拶に対する意識の向上のため、朝の挨拶当番の取り組みを行っています。当番は学級

ごとに担当し、校門に立って「おはようございます！」と気持ちのよい挨拶を響かせています。夏休み前までは、２年

生から６年生が元気いっぱいあいさつを行う姿が見られました。校庭の工事は続いていますが、１０月からは１年

生も当番に参加し、南門のみで挨拶当番を行っていきます。 

これからも挨拶当番への取り組みを通して、「いつでも」「どこでも」「自分から」気持ちのよい挨拶ができる児

童を育てていきたいと考えています。 

1 火 都民の日 17 木 学校公開③ 学校説明会 就学時健診 

2 水 マジックショー（全学年） 18 金 学校公開④ たてわり班打ち合わせ 

3 木 午前授業 応援集会 連合運動会（６年）  19 土 道徳授業地区公開講座  

4 金 午前授業 連合運動会（６年）予備日 20 日  

5 土  21 月 朝会 委員会 

6 日  22 火 避難訓練 すっからかんデー 

7 月 朝会（キャリアタイム） 委員会 校外学習（３年） 23 水 脊柱側弯健診（５年） 

8 火  24 木 後期委員会紹介集会 クラブ 

9 水 安全指導日 午前授業 25 金  

10 木 放課後ステップアップ教室 26 土  

11 金 前期終業式 27 日  

12 土  28 月 朝会 午前授業 校内研究授業（６年）  

13 日  29 火 
交通安全教室（１・２年） 自転車交通安全教室（３年） 

たてわり班まつりリハーサル 

14 月 スポーツの日 30 水  

15 火 後期始業式 学校公開① 出前授業（６年） 31 木 放課後ステップアップ教室 

16 水 学校公開② 出前授業（４年）  

    毎年１１月の第一土曜日は『東京都教育の日』 
  https://www.kyoiku.metro.tokyo.lg.jp/lifelong/learning/kyoiku_no_hi_2.html 

 

東京都教育委員会は、次代を担う子供たちの教育について、都民全体で推進し、都における教育の充実と発展を図るため、毎年１１月の第一土曜日を「東京都教育

の日」と定め、１０月及び１１月を「東京都教育の日」推進期間としています。 

https://www.kyoiku.metro.tokyo.lg.jp/lifelong/learning/kyoiku_no_hi_2.html

